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1983年東京大学教養学部基礎科学科
卒業。87年同大学理学系研究科相関
化学課程博士課程中退、89年理学博
士（東京大学）、専門は生物化学、マ
トリックス生物学、細胞工学。米国
ウィスコンシン大学マディソン校客員
研究員などを経て2006年工学院大学
助教授、08年教授。副学長、理事を
経て24年から現職。

　欧米諸国に比肩する先進的な国づくりを目指し、1887
（明治20）年に創立された私学初の工学系高等教育機関で
ある工手学校にルーツを持つ工学院大学。以来、137年
にわたり工業分野の最先端で活躍する優秀な人材を輩出し
てきました。現在は4学部15学科と大学院工学研究科を
有する工業系大学として、約6,000名の学生が新宿・八
王子の両キャンパスで、新たな知識・技術の習得や研究・
課外活動に勤しんでいます。
　2024年に10代目学長に就任した今村保忠学長に、「こ
れからの工学院大学の姿をどのように描き、今後どのよう
な取り組みを進めていきたいか」、そのビジョンをうかが
いました。また世界規模で急激に変化する時代における
『工学』のあり方を語ってもらいました。

社
会
・
産
業
と
最
先
端
の
学
問
を
幅
広
く
つ
な
ぐ

『
工
』
の
精
神
を
深
化
・
発
展
さ
せ
、

「
21
世
紀
工
手
」
の
育
成
を
目
指
す
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こ
れ
か
ら
の
工
学
院
大
学
に
お
け
る

三
つ
の
基
本
方
針

　

今
村
保
忠
学
長
は
新
学
長
就
任
に
あ
た

り
、
今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
基

本
と
な
る
三
つ
の
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
「〝
大
学
が
元
気
に
な
る
〞
施

策
の
実
施
」
で
す
。

　
〝
大
学
が
元
気
に
な
る
〞
と
は
、
学
生
が

意
欲
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
し
く

み
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
学
生
一
人
ひ
と

り
が
持
つ
小
さ
な
可
能
性
を
大
き
く
広
げ

る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
な
ど
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
学
生
だ
け
で

な
く
教
職
員
が
熱
意
を
持
っ
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
研
究
・
教
育
活
動
の
充

実
」
で
す
。
学
生
は
研
究
活
動
を
通
じ
て
、

実
社
会
で
の
経
験
に
匹
敵
す
る
多
く
の
経

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
研
究
活
動

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
対
外
的
な
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
き
、
そ
の
成
果
を
教

育
に
反
映
さ
せ
て
い
く
と
い
う
循
環
を
目

指
し
ま
す
。

　

三
つ
目
は
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
な
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
」
で
す
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は

「
回
復
力
」「
復
元
力
」「
耐
久
力
」
と
訳
さ

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
22
年
度
か
ら

再
開
さ
れ
、
22
、
23
年
度
と
少
し
ず
つ
参

加
者
数
も
復
活
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
目
指
す
、
先

進
工
学
部
機
械
理
工
学
科
航
空
理
工
学
専

攻
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ラ
イ
ト
ス
ク
ー

ル
で
の
海
外
訓
練
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
留
学
で
は
、
留
学
先

の
提
携
校
で
日
本
語
で
の
専
門
科
目
授
業

と
英
語
で
の
授
業
を
受
け
ま
す
。
先
進
工

学
部
と
情
報
学
部
は
ア
メ
リ
カ
・
ネ
バ
ダ

州
の
提
携
校
、
建
築
学
部
と
工
学
部
は
イ

ギ
リ
ス
・
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
提
携
校
と
留

学
先
は
異
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
日
本

と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
生
活
文
化
や
多
様

な
人
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
学
生
た
ち

は
非
常
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
て
帰
国
し

ま
す
。
海
外
滞
在
経
験
に
よ
っ
て
、
学
生

の
英
語
学
習
へ
の
意
欲
や
海
外
留
学
へ
の

意
識
は
確
実
に
高
ま
り
ま
す
。
本
学
で
は

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
大
学
院
生
向
け
の

デ
ィ
プ
ロ
マ
ッ
ト
留
学
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
用
意
し
、
学
生
の
意
欲
に
応
え
ま
す
。

機
械
理
工
学
科
航
空
理
工
学
専
攻
の
ア
メ

リ
カ
訓
練
校
参
加
も
同
様
で
す
。
社
会
か

れ
る
言
葉
で
す
が
、
今
村
学
長
が
求
め
る

の
は
「
柔
軟
で
自
己
修
復
力
が
あ
り
、
持

続
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
大
学
組
織
」

で
す
。
工
学
院
大
学
が
長
い
歴
史
を
経
て

積
み
重
ね
て
き
た
、
研
究
成
果
や
人
の
つ

な
が
り
と
い
っ
た
貴
重
な
財
産
を
次
の
世

代
に
受
け
渡
し
て
い
く
た
め
に
、
持
続
可

能
な
大
学
組
織
を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。

　

今
村
学
長
は
「
こ
れ
ら
三
つ
の
基
本
方

針
の
実
現
の
た
め
に
は
、
学
生
と
教
職
員
、

研
究
と
教
育
な
ど
の
関
係
が
う
ま
く
循
環

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
強
調
し
ま
す
。

　
「
学
生
が
意
欲
的
に
学
ぶ
た
め
の
教
育

環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
生
は
よ

り
よ
い
研
究
者
と
し
て
成
長
し
、
卒
業
研

究
な
ど
で
業
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
研
究
に
よ
っ
て
対
外
的
な
評
価
が
高

ま
る
こ
と
で
、
多
く
の
優
秀
な
人
材
が
集

ま
り
、
教
育
や
研
究
の
質
が
さ
ら
に
高

ま
っ
て
い
く
。
学
生
と
教
職
員
、
研
究
と

教
育
が
う
ま
く
循
環
し
、
螺
旋
状
に
前
へ

と
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。
そ

う
し
た
豊
か
な
研
究
・
教
育
の
環
境
が
あ

れ
ば
、
次
の
世
代
へ
と
持
続
す
る
大
学
を

実
現
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
」

　

例
え
ば
、
工
学
分
野
以
外
の
分
野
と
の

教
育
研
究
推
進
の
取
り
組
み
で
は
、
こ
れ

ま
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
学
術
研

究
レ
ベ
ル
が
中
心
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
さ
ら
に
教
育
レ
ベ
ル
に
も
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
可
能
性
を
広
げ
る

た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

工
学
院
大
学
独
自
の
留
学
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
留
学
は
、
20
、
21
年

（1） ハイブリッド留学
　英語力不問・現地授業料無料の工学院大学独
自の留学システム。英語力が留学参加へのハー
ドルとなりがちな工学系の学生に向けて、海外
で大学専門科目授業（日本語）を受講し、現地
での語学授業（英語）と日常生活（英語）を体
験するというハイブリッドな語学環境を提供す
る。ディプロマット留学等の本格的な留学への
第一歩になると同時に、行動力やグローバルな
思考力、英語力を取得する。

（2）  工学者のための数理・データサイ
エンス・AI教育プログラム

　2020年度にスタートした同プログラムは、現
在全学部で文部科学省「数理・データサイエン
ス・AI教育プログラム」のリテラシーレベル・
応用基礎レベルに認定。同プログラムを通じて、
データを読み解く能力、適切なデータの収集・
抽出・分析能力、AIを活用した課題解決能力を
備えた工学研究者の育成を目指す。

（3）  DX実践ラボ
　デジタル変革（DX）の波に対応し、産業界で
直ちに活躍できる高度情報専門人材を育成するた
め、新宿キャンパスに新設。
　大学院情報学専攻では、DX人材育成のための
カリキュラムを新たに設置。産業界からDX実務
経験者・DX資格保有者を特任教員として招聘し、
実際の現場で使われているDX技術を身に付けら
れる実践教育を行う。
　なお、この事業は、文部科学省の「令和5年度
大学・高専機能強化支援事業」に採択された。

（4） キャリア形成・就職支援
　就職キャリア支援センター、学生センター、
教員・研究室が相互に協力する独自のキャリア支
援プログラムとサポート体制で、学び・研究を活
かした就職を実現。毎年安定した就職率を維持し、
2024年３月卒業の就職内定率は98.2％。さらに
その半数以上が第１志望の企業となっている。

ら
高
い
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
そ
の
道
に
進
み

た
い
と
願
う
学
生
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
学
生
一
人
ひ
と
り
の
持
つ
小

さ
な
可
能
性
を
、
大
学
が
大
き
く
広
げ
て

い
く
。
学
生
の
希
望
を
応
援
す
る
本
学
の

取
り
組
み
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」

こ
れ
か
ら
の
時
代
の

「
Ｄ
Ｘ
」×「
工
学
」
と
は

　

近
年
の
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
台
頭
な

ど
、
工
学
分
野
は
日
進
月
歩
で
技
術
革
新

が
進
み
、
変
化
の
著
し
い
学
問
領
域
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
工
学
院
大
学

の
源
流
と
な
る
工
手
学
校
で
は
、
工
業
中

心
の
産
業
を
盛
り
立
て
る
べ
く
、
最
先
端

の
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
が
学
問
の
中
心

で
し
た
。
そ
の
後
、
工
学
院
大
学
と
な
っ

て
か
ら
は
よ
り
専
門
的
な
技
術
者
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
り
、
学
問
の
中
心
も
最
先
端
の

技
術
研
究
と
工
業
研
究
者
の
育
成
へ
と
移

り
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
工
業
技
術

が
ま
す
ま
す
高
度
化
・
複
雑
化
し
、
多
様

化
・
多
文
化
社
会
と
な
っ
た
現
在
、
学
問

の
融
合
か
ら
新
た
な
知
見
・
価
値
を
創
造

す
る
21
世
紀
型
も
の
づ
く
り
が
可
能
な
、

創
造
力
、
発
信
力
お
よ
び
柔
軟
性
に
富
む

人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
か
ら
コ
ト
づ
く
り
へ
と

変
化
す
る
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
、
私
た

ち
は
社
会
に
貢
献
す
る
『
工
学
』
に
向
き

合
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
先
も
、
新
た
な

価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
原
動
力
と
な
り

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見
据

え
た
『
工
学
』
の
再
定
義
で
す
。『
工
』

と
い
う
文
字
に
は
多
様
な
意
味
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
意
味
の
一
つ
ひ
と
つ
を
丁

寧
に
確
認
し
な
が
ら
、
本
学
が
取
り
組
む

べ
き
新
た
な
『
工
学
』
を
考
え
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
今
村
学
長
は
工
学
院
大
学

が
志
向
す
べ
き
、
未
来
の
工
学
に
つ
い
て

語
り
ま
す
。

　

新
た
な
定
義
の
一
例
と
し
て
今
村
学
長

が
挙
げ
る
の
が
「
何
か
と
何
か
を
つ
な
ぐ

学
び
」
で
す
。
例
え
ば
30
年
先
の
未
来
を

見
据
え
る
先
進
工
学
部
は
、〝
今
〞
と

〝
未
来
〞
を
つ
な
ぐ
学
び
で
あ
り
、
暮
ら

し
と
環
境
に
寄
り
添
う
空
間
づ
く
り
を
考

え
る
建
築
学
部
は
、〝
ま
ち
〞
と
〝
人
〞

を
つ
な
ぐ
学
び
で
す
。

Ａ
Ｉ
時
代
の
工
手
の
育
成

　

そ
の
一
方
で
、
今
村
学
長
は
「
工
学
教

育
の
根
幹
的
な
部
分
で
要
求
さ
れ
る
人
間

と
し
て
の
能
力
は
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も

大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
」

と
話
し
ま
す
。

　

例
え
ば
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
す
た
め
に
は
、

専
門
的
な
知
識
を
学
び
、
ス
キ
ル
を
習
得

す
る
た
め
の
教
育
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

工学院大学のキャリア形成・就職支援

工学院大学　

インターンシップやキャリア関連科目の
検証と分析を行い、それらを研究力や就
職力につなげ、学生たちが専門性十αの
能力を身につけるための新たな教育カリ
キュラムの検討を行います。

学生センター
学生プロジェクトやクラブ・サークル活
動など、学生が主体となって活動する機
会を支援。実体験を通した学生の成長を
促します。

教員・研究室
教員による最先端の研究をもとに教育を
行います。専門分野における基礎的なカ、
高度な知識や技術を修得させるだけでな
く、社会人基礎力の向上に資する授業展
開や研究室運営を行います。

学生
実社会で活かせる専門分野における

知識・技術の修得
実践を通した人間的な成長
（＝社会人基礎力の向上）

インターンシップやキャリア・就職関連
プログラムの提供、個人面談などを通し
て、大学生活で得た学生の知識や技術、
資質や特性を就職へとつなげます。

し
か
し
、
Ａ
Ｉ
は
あ
く
ま
で
ツ
ー
ル
で
す
。

そ
の
中
核
に
は
使
い
手
で
あ
る
人
間
が
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
、
人
間

社
会
を
豊
か
に
す
る
た
め
と
い
う
大
き
な

目
標
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
だ
け
工
学
技
術

が
高
度
に
な
っ
て
も
、
こ
う
し
た
人
間
と

工
学
技
術
と
の
関
係
は
変
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
研
究
活
動
の
意
義
は
、
最
先
端
の
知

識
や
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
だ

け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
研
究
過
程

で
身
に
付
く
思
考
力
や
論
理
を
展
開
す
る

力
、
忍
耐
力
、
創
造
力
、
共
創
力
と
い
っ

た
能
力
こ
そ
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
成
長

し
続
け
、
技
術
の
進
化
に
対
応
で
き
る
素

地
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
研
究
の
過
程
で

は
、
必
ず
し
も
努
力
に
見
合
っ
た
成
果
が

出
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
試
行
錯
誤
し
、

迷
い
、
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
経
験
が
人
間
と
し
て
の

深
み
を
引
き
出
す
の
で
す
。
本
学
は
、
そ

う
し
た
豊
か
な
人
間
性
を
持
つ
工
学
の
担

い
手
を
育
て
て
い
く
場
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
今
村
学
長
は
こ
れ
か
ら
の
工

学
院
大
学
の
あ
り
方
を
語
っ
て
い
ま
す
。

067 卓越する大学 工学院大学 066

新宿キャンパス
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